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東淀川区の在宅医療連携を考える会



災害対策グループの活動内容

大災害が発生したときでも、日頃の

多職種連携が活かせるよう、平時から

必要な活動を企画・検討している。

また区役所と協働し地域への啓発や

防災訓練の参加などの活動を行っている。



・災害発生時の医療介護福祉関係者の行動検討

・区内の防災訓練への参加

・救急カプセル・救急情報カード・シールの普及

・緊急時のこぶしネット連絡方法検討

・平成30年大阪府北部地震、台風21号の対応の検証

・行政（大阪市、東淀川区）の防災施策の学習

・区役所公式ライン、大阪市防災アプリ

の周知・登録呼びかけ

・ＢＣＰ（事業継続計画）の作成方法や

研修開催に関する情報提供

検討してきた課題や取り組み







シール
（3枚組）



今後の活動について

こぶしネットに参加しているすべての

事業所にＢＣＰ(事業継続計画)が作成

されるよう情報発信や研修の企画など

を検討していく。

またＰＣやスマートホン

などが使用できない高齢者へ

向けた情報発信などの課題に

取り組んでいきたい。


